
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下羽田遺跡 

現地説明会資料 
―滋賀県東近江市上平木町― 

平成 22 年 4 月 29 日（木）

調査主体  滋 賀 県 教 育 委 員 会 

調査機関  財団法人滋賀県文化財保護協会 



 
１． 下羽田遺跡の位置と周辺の調査 

下羽田遺跡は東近江市下羽田町から上平木町にかけて位置しています。遺跡の東には岩倉山・瓶

割山、西に雪野山の北端にはさまれ、白鳥川を始めとした小河川が多く集まり、水の豊富な地域と

して、古くから水稲耕作等に適した地であったと推定されています。 
これまでの調査では、今回の調査地の南側で昭和 54 年度の滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文

化財保護協会の調査で、縄文時代晩期終末の土器棺墓（どきかんぼ）や木棺墓（もっかんぼ）など

が確認され、今回の調査地の西側で昭和 62 年度の旧八日市市教育委員会の調査では、古墳時代前期

から飛鳥・藤原時代までの竪穴住居群や飛鳥・藤原時代以降の掘立柱建物（ほったてばしらたても

の）など見つかっています。 
 

２．発掘調査の成果 

（１）今回の調査区の概要 

今回の発掘調査は、平成 21 年７月から浄化池工事計画に伴う調査として実施しています。発掘調

査は現在も継続中ですが、調査地の北半部分（面積 3,200 ㎡）で古墳時代前期から中期にかけての

竪穴住居 10棟と古墳時代前期の土坑墓 13基、奈良時代末から平安時代初頭の掘立柱建物４棟以上、

土器廃棄遺構１基、平安時代の石敷遺構１基、時期不明の井戸 1 基、河道跡などを発見しました。

特に、古墳時代中期のかまどをもつ竪穴住居は、この地域にかまどが導入された初期段階の竪穴住

居で、旧八日市市域では初めての発見です。 

遺跡の位置（１／２５０００） 

今回の調査地 



 
 
 



(２)．古墳時代前期（３世紀後半～４世紀） 

河道の北側から前期の竪穴住居（竪穴住居１～４・６・７・９･10）と墓が見つかりました。

竪穴住居は建て替えや重複を含めて８棟で、平面形は古墳時代中期（竪穴住居５・８）と同じ

方形です。大きさは最も小さいもので、長さ 3.7ｍ、幅 3.5ｍ、最大のものが一辺 6.5ｍで、深さ

0.15～0.3ｍです。これらの竪穴住居のうち主柱穴が明瞭な竪穴住居１・３・４は４本柱で、上屋を

支えていたと考えられます。また、竪穴住居 1 と３の中央には炉が認められました。これらは出土

土器や位置関係から２棟が一対となって、古墳時代中期まで存続したようです。 

竪穴住居の南側では、土坑墓 13 基が見つかりました。そのうち５基から木棺そのものは見つかり

ませんでしたが、木棺を設置した際の小口穴と呼ばれる土坑底への掘り込みが見つかりました。墓

の大きさは、最小の墓で長さ１ｍ、幅 0.7ｍ、最大の墓で長さ 2.3ｍ、幅 0.8ｍで、深さは 0.1～0.2

ｍです。これらは竪穴住居に住んだ人々の墓であると考えられます。 

 

 (３)．古墳時代中期（５世紀後半） 

  古墳時代中期の竪穴住居が２棟見つかっています。この時期になると竪穴住居の北壁にかまど取

り付けられます。最も残りの良い竪穴住居８は一部が火災にあったようで、住居の西側半分には炭化

材などが残っていました。東側は火が及んでおらず、貯蔵用の穴の上から当時に置かれたままの状態

で、煮炊き用の甕（かめ）などが残っていました。また、かまどの中からも支柱石の上でつぶれるよ

うに甕の出土が見られました。住居の大きさは長さ 4.4ｍ、幅 4.3ｍ、深さ約 0.3ｍで、平面形は方

形をしています。壁際四方に壁周溝や南西隅に間仕切り溝があります。また、主柱穴は２ヶ所確認で

きています。壁周溝は現在、使用材は腐って残存していませんが、竪穴部の壁を保護するために擁壁

等の用途で、板材を設置していたと考えられます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

主要遺構配置図（Ｓ=１／５００）



 

 北壁のかまどの北側には煙道が取り付けられ、ここから煮炊き等を行った際に出る煙を排出して

いました。住居からは土師器甕（はじきかめ）、土師器高坏（たかつき）や土師器小型壺（こがたつ

ぼ）などが出土しましたが、この頃伝わったとされる須恵器は出土しませんでした。その他、大阪

府東大阪市周辺の生駒山西麓地域から運ばれてきた甕なども出土しています。 

竪穴住居５は、竪穴住居８と同様に北壁にかまどが取り付きますが、竪穴住居８のような煙道は

なく、かまどの東側に炊事道具を置いたと考えられる棚状遺構が付きます。主柱穴は４基あり、古

墳時代前期と同様に４本柱です。出土遺物には土師器甕、土師器高坏（たかつき）や土師器鉢など

があります。 

竪穴住居８ かまど内甕（かめ）出土状況 竪穴住居８ 貯蔵穴上甕（かめ）出土状況 



 

これらの竪穴住居の発見は、下羽田遺跡で住居内の炊事施設が炉からかまどに替わった時期を明

らかにしました。県内でかまどが導入され始められる頃のものであり、東近江市西ノ辻遺跡の４世

紀代の例を除くと高島市南市東遺跡、愛荘町軽野正境（かるのしょうざかい）遺跡、犬上郡甲良町

下之郷遺跡、栗東市辻遺跡・岩畑（いわはた）遺跡などの遺跡と共にかまど導入時期の集落や住居

構造の知る上で貴重な資料といえます。 

 

 



 (４)．奈良時代末から平安時代（８世紀末から 10 世紀）の遺構 

 古墳時代中期以降、集落は今回の調査区と現白鳥川の間の場所に移ります。奈良時代から平安時

代（８世紀末～９世紀初頭）になると再び、今回の調査区に建物が建てられます。南北方向の掘立柱

建物２棟と東西方向の掘立柱建物２棟が見つかり、これらの建物は川に向ってコの字状に配置されて

います。最も大きい建物は長辺９ｍ、短辺７ｍ(２間×３間)、最も小さい建物は長辺７ｍ、短辺５ｍ

(３間×４間)です。この周辺には多くの柱穴があることから、これら以外の建物があるものと考えら

れます。これらの建物に囲まれた河道には、大量の土器が捨てられていました(土器廃棄遺構)。これ

らの土器には意図的に割って捨てられた土器もあり、何らかのお祭りを行っていたようです。 

 出土遺物に土師器の甕、皿、須恵器の坏、甕、緑釉陶器、平瓦などが出土し、円面硯（えんめんけ

ん）、墨書土器などの文字に関する遺物も出土しています。硯（すずり）や墨書土器の存在から、普

通の住居ではなく、何らかの公的機関であった可能性もあります。建物はさらに東側に広がっており、 

今後の調査で、この時期の様相が明らかになると考えられます。 

 また、調査区の西端付近では、用途はわかりませんが、平安時代の敷石遺構が見つかっています。 

 

３．まとめ 

 下羽田遺跡では、今回の調査区の北東側にあたる昭和 62 年度の旧八日市教育委員会の調査で 27 棟

の竪穴住居が確認されていましたが、古墳時代前期および古墳時代後期(６世紀)から飛鳥時代(７世

紀)の竪穴住居のみで、古墳時代中期（５世紀後半）の竪穴住居は見つかっていませんでした。今回の

調査区と同様に、古墳時代前期の竪穴住居は住居の中央付近に炉をもつもので、古墳時代後期から飛

鳥時代の竪穴住居は壁際にかまどをもつものへと変化していました。 

 今回の竪穴住居８と５は、これらの間の時期を埋める資料で、雪野山の東側地域において、滋賀県

内の各地とほぼ同時に竪穴住居のかまどが導入されことを示す貴重な例です。竪穴住居のかまどは、

須恵器などと共に朝鮮半島より伝えられた渡来系技術であり、縄文時代以来の竪穴住居内の炉が竪穴

内の「照明・暖房・炊事」の万能の機能をもっていたのに対して、かまどは燃焼部を覆うことによっ

て熱効率が高まることにより、調理機能を強化するものです。 

 また、県内のかまど導入期の遺跡の一部からは、須恵器の甑(こしき)が出土することがあり、かま

どの導入に伴い、縄文時代以来の「煮る、炊く」に加えて、「蒸す」という調理方法が普及していたこ

とがわかっています。今回の調査で見つかった竪穴住居８は、火災に遭ったため、当時の生活してい

た時の土器がほぼそのまま残っていました。これらの中には甑はなく、ほとんどが煮炊き用の土師器

の甕や食料を盛る高坏などでした。このことから、この竪穴住居に住んだ人々はかまどという新しい

技術を導入しながら、甑は持たず、古墳時代前期と同様に煮炊き用の甕とかまどの組み合わせで生活

していたことがわかりました。かまど導入期においては、須恵器や甑などとかまどがセットで導入さ

れたわけではなく、地域や集落によってかまどを導入しながら調理道具は変化しないことがわかる事

例として貴重な例といえます。 

 また、奈良時代末から平安時代にかけての建物群の存在は、下羽田遺跡がこの時代まで、古墳時代

前期より継続していることが明らかになったとともに、硯や瓦、墨書土器などの一般集落では、出土

することが稀な遺物の存在から、今後の調査結果によっては、その役割が明らかになると考えられま

す。 

 

《用語の解説》 

 

壁周溝(へきしゅうこう)・・・・ 竪穴住居の竪穴部の壁を保護するために擁壁等の用途で、 

板材を設置するために掘られた溝跡です。 

間仕切り溝(まじきりみぞ)・・・ 寝床の範囲の区画や壁を構築する板材や床板を張るため 



部材を固定するための機能など、諸説あります。 

棚状遺構(たなじょういこう)・・ 竪穴住居内部の施設で、壁に接して設けられた食生活関 

の道具をおく収納空間です。 

支柱石(しちゅうせき)・・・・・ かまどに設置された土器を支えるために設置された石で
す。  

--------------------------------- メモ  ----------------------------------------- 




